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健育会グループの新型コロナウイルス対策について。
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連日報道されているとおり、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染者数が増加の一途を辿っていま

す。今後、健育会グループの病院・施設でも、感染者が発生する可能性があります。そこで今回は、グループ

内における新型コロナウイルス対策について述べたいと思います。
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3月に入ってから国内の感染者数が1日に50人以上増える日もあり、大変厳しい状況になっていると言わざるを

得ません。3月11日には、世界保健機関（WHO）のテドロス事務局長が「新型コロナウイルスはパンデミック

（世界的な大流行）と言える」との認識を示しており、長期戦になることが予想されます。こうした状況に対し

て我々は、決して報道に踊らされることなく、やるべきことを冷静にしっかりやっていくことが何よりも大切で

す。

新型コロナウィルスは、ウイルス性の風邪の一種で発熱やのどの痛み・咳が長引き、強いだるさを訴える方が多

く、潜伏期間が長いことが特徴です。一方で、毒性はそれほど強くないため、多くの感染者は安静にして水分摂

取を心掛けることで快復しています。ただ、現時点では治療薬が無いために、一般の人々の恐怖心につながって

いるという側面はあります。

まず我々が行うべき基本的な対策としては、周囲に感染者がいるかもしれないと考えると同時に、自分自身も考

慮して、手洗いとマスクの着用を徹底することです。長期戦になると油断しがちですが、少なくとも2週間は国

内で新たな感染者が発生しないという状況になるまで、続けてほしいと思います。
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健育会グループの現状は、3月9日時点で、幸いなことに全病院・施設の外来・入院患者、通所・入所者、職員

のいずれにも感染者は出ていません。竹川病院の外来患者と花川病院の入院患者に感染の疑いがある人が出まし

たが、保健所に検査を要請したところ、当日中に保健所が検体を持って来院し、1～2日後には陰性であること

が判明しています。

世界の国別の累計感染者数を見てみると、日本は17位（3月16日時点）です。日本の検査体制が整っていない

ことを考慮しても、諸外国に比べて日本の医療は十分に機能している状況だと考えています。報道では、不安を

あおるような情報が大きく取り上げられ、診療を停止していた病院が再開したといった明るいニュースの扱いは

小さくなっています。新型コロナウイルス感染症は、適切に対処すれば治る病気です。中には真偽が疑わしい情

報などもあり、健育会グループ職員の皆さんは、報道を鵜呑みにせず、厚生労働省や保健所、グループ内から提

供される情報を信じて、冷静に対応してください。

感染症対策という点では、新型コロナウイルスの対策はインフルエンザやノロウイルス対策といった、今までに

我々がやってきたことの延長線上にあるものです。職員の役割は、基本的に「ウイルスを持ち込まない」「発生

した場合は、拡大させず最小限に止める」ことです。その上で、地域の感染状況に合わせた強化対策を図ってい

く必要があります。グループ内では、全ての施設が、既に独自の新型コロナウイルス対策マニュアルを作成。そ

れらは、厚生労働省の『新型コロナウイルス感染症について』や『高齢者介護施設における感染対策マニュアル 

改訂版』、一般社団法人日本環境感染学会などのウェブサイトを常に確認し、作成しています。

マニュアルのポイントは、「一般情報ではなく、自施設で実際にどのように対応するのか」「活用するものであ

り、形骸化させない」「第三者がわかる（暗黙の了解を文字にする）」という3点です。どの施設のマニュアル

も丁寧に作成されていましたが、その中でもわかりやすく、注目したいマニュアルの一部を紹介します。まず、

湘南慶育病院の「外来患者のフロー図」は、“わかりやすく具体的な内容”になっている好例です。



ケアポート板橋が作成した「職員の体調管理チェック」も、多くの高齢者が入所する老人ホームにとって大変重

要なものです。
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ケアポート板橋は、『週刊ポスト 3月13日号』で感染症対策が万全の施設として紹介されました。記事中で

は、同施設のTQM活動についても触れられています。ケアポート板橋に限らず各病院・施設が独自のマニュア

ルを作成していることも、今まで健育会グループが力を入れて取り組んできたTQM活動の波及効果の一つだと

考えています。

一度作成したマニュアルは、施設や地域の状況に応じて、常に更新していくことも忘れてはいけません。さらに

我々を含めた医療従事者には、感染症対策の最前線に立つ者としての覚悟も求められています。予防はもちろ

ん、有事の際に慌てず対応するためには、マニュアルに加えて普段からそうした心構えも大切です。我々には、

一般人には無い知識と経験があります。これらを十分に生かして、油断することなく粛々と新型コロナウイルス

対策に臨んでほしいと思います。


